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緒　言

　2012年から中学校体育において武道が必修と
なったことで、武道は未来の社会の担い手である子

どもらの育成の一端を担うこととなった。武道の中

でも、柔道を中学校体育の授業で取り扱う学校は

61.5％を占めることから1）、学校体育で柔道を実施

する意義や教育的価値を明確にすることは極めて重

要である。

　学校体育において柔道を通じて中学校生徒が学習

すべき「知識及び技能」には、崩し、体捌きといっ

た基本動作や技の習得のみならず、受身を取りやす

く投げるような相手を尊重する考え方を理解するこ

とが含まれており2）、柔道という身体活動により生

徒らの身体の成長だけでなく、心をも成長させるこ

とが期待されている。武道（柔道）経験の浅い教員

でもこれらの目的を達成できるよう、生徒の安全を

確保するための指針作成3）や技の運動力学的解析4-7）

が進められてきた。これは、学校現場での柔道によ

る死亡事故の多さと8）、その防止のためである。実

際の教育現場での柔道授業がもたらす効果について

は、投技別の習熟度の比較や9）、教材研究を通じた

技術の変化10）、柔道に対する恐怖心の軽減や、楽し

さ・面白さの享受、明るさ・さわやかさといった

“清明”なイメージへの変容に貢献するなどの、柔

道に対するイメージの変化について検討されてきた
11,12）。心理的な機能に関しても、柔道授業場面にお

けるコミュニケーション能力の向上が示唆されてい

るものの13）、日常的な心理的機能への影響について

は、不明である。

　柔道は、取（投げる側の人のこと）と受（投げら

れる側の人のこと）の 2人で実施するその競技特性
から、他者理解を深めることができると考えられる。

事実、柔道授業を通じて、柔道授業場面において“相

手の気持ちに気づく”ことが有意に高まると報告さ

れていることから13）、とりわけ、他者への思いやり

といった「共感性」や対人関係を円滑にする「社会

的スキル」の向上に貢献することが期待される。柔

道実習がこれらの心理的機能に及ぼす影響が明らか

となれば、学校教育の柔道授業における心理的な成

長の到達目標となるかもしれない。

　以上のことから、本研究では、柔道実習が共感性
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ならびに社会的スキルに及ぼす影響を明らかにする

ことを目的とした。また、柔道に対するイメージの

変化を同時に検討することで、心理的機能の変化を

もたらす要因の探索を試みた。さらに、他の実技種

目との比較のために、柔道と同様に対人競技である

テニス実習の影響も検討した。

方　法

対象：G大学に在籍し、2019年度の講義「健康教育」
の内「柔道実習」もしくは「テニス実習」を受講し

た学生を対象とした。本講義開始前に行った本研究

の目的・内容に関する口頭での説明に同意した柔道

実習受講者 43名（男性：35名、女性：10名）とテ
ニス実習受講者 75名（男性：49名、女性：26名）
に対して、運動種目に対するイメージ、共感性、社

会的スキルに関する質問紙調査を実施した。

質問紙調査：実習前（2019年 4月）と 90分 /回、
1回 /週、6回の実習後（2019年 6月）に、質問紙
調査を実施した。本研究で用いた質問項目を表 1に
示した。

　①運動種目に対するイメージの調査
　石川ら12）が用いた質問 30題から 10題を抜粋し
て用いた（運動種目に対して楽しさや親しみやすさ

を意識させる「スポーツ」、危険さや複雑さを意識

させる「格闘」、伝統を意識させる「武道」、争いの

ない静けさを意識させる「静謐」、さわやかさを意

識させる「清明」の 5因子から 2題ずつ）。柔道実
習の受講者には“柔道に対するイメージ”を、テニ

ス受講者には“テニスに対するイメージ”をそれぞ

れ回答させた。

　②共感性の調査
　他者の感情や意見に影響されやすい事を示す「被

影響性」、他者に焦点づけられた情緒反応を示す「他

者指向的反応」、自己を架空の人物に投影させる認

知傾向を示す「想像性」、相手の立場からその他者

を理解しようとする傾向を示す「視点取得」、自己

に焦点づけられた情緒反応を示す「自己指向的反応」

の 5因子で構成される多次元共感性尺度14）を用い

た。

　③社会的スキルの調査
　KiSS-1815）を用いた。

　回答はいずれも「全く当てはまらない（1点）」
「当てはまらない（2点）」「どちらとも言えない（3
点）」「当てはまる（4点）」「非常に当てはまる（5
点）」の 5件法で求めた。逆転項目では、配点を逆
転させ得点をつけ、個人ごとに“スポーツに対する

イメージ”、“共感性”、“社会的スキル”の得点を算

出した。“スポーツに対するイメージ”、“共感性”

については、因子ごとに得点を算出した。

統計処理：全てのデータを平均値±標準偏差で示し、

統計処理を GraphPad Prism 7（GraphPad Software, 
USA）で実施した。実習前後の比較を対応のある t
検定で実施し、有意水準を 5％未満とした。また、
各結果の相関関係を pearsonの相関係数により解析
した。

結果および考察

　運動種目に対するイメージは、6回の実習を通じ
て、柔道では“スポーツ”、“静謐”、“清明”が有意

に向上し、テニスでは“スポーツ”が有意に向上し

た（図 1）。この結果から、いずれの運動種目に対
しても、学生らは実習を通じて、その楽しさや親し

みやすさを享受したといえる。先行研究でも、柔道

の授業を通じて楽しさや面白さといった“スポーツ”

因子の好転が報告されており11,12）、本研究の柔道実

習でも同様の効果が得られたといえる。また、柔道

実習の受講学生においてのみ、静かさを感じる、神

秘的だと感じるといった“静謐”、精神性がある、

格好良さがあるといった“清明”が実習後に高まっ

ていたことから（図 1A）、これらは柔道の特性であ
るかもしれない。“清明”の向上は、これまでにも

報告されており12）、本研究の結果を支持する。以上

に示した柔道に対する“スポーツ”、“静謐”、“清明”

イメージの増加の要因について、本研究で迫ること

ができていないが、マット上での技の練習がこれら

に貢献したかもしれない。本研究での柔道実習では、

立技（投技）を中心とした教材を用いたことから、

安全面への配慮として、マット上での稽古で投技に
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表１　本研究で用いた質問紙調査と質問項目

調査項目 因子 解答順 質問内容

スポーツに対する

イメージ

スポーツ 1 楽しさを感じる

3 親しみやすさを感じる

格闘 2 危険だと感じる

8 複雑だと感じる

武道 4 伝統的だと感じる

7 男性的だと感じる

静論 5 静かさを感じる

10 神秘的だと感じる

清明 6 精神性があると感じる

9 かっこよさを感じる

多次元共感性尺度 被影響性 1 物事を、同リの人の影響を受けずに自分一人で決めるのが苦手だ

2 周りの人が「そうだ」と言えば、自分も「そうだ」と思えてくる

8 自分の感情は周りの人の影響を受けやすい

16 * 自分の信念や意見は、友人の意見によって左右される事は無い

22 * 他人の感情に流されてしまうことは無い

他者指向的反応 3 * 悩んでいる友達がいても、その悩みを分かち合うことができない

7 周りに困っている人がいると、その人の問題が早く解決すると良いなあ、と思う

12 悲しんでいる人を見ると、なぐさめてあげたくなる

14 * 他人が失敗しても、同情することは無い

20 人が頑張っているのを見たり聞いたリすると、自分には関係なくても応援したくなる

想像性 5 空想することが好きだ

11 面白い物語や小説を読んだ際には、話の中の出来事がもしも自分に起きたら、と想像す

る

18 感動的な映画を見た後は、その気分にいつまでも浸ってしまう

24 自分に起こることについて、繰り返し、夢見たり想像したりする

25 * 小説の中の出来事が、自分のことのように感じることは無い

視点取得 4 常に人の立場に立って、相手を理解するようにしている

9 自分と違う考え方の人と話しているとき、その人がどうしてそのように考えているのか

を、分かろうとする

10 * 相手を批判するときは、相手の立場を考えることができない

17 人と対立しても、相手の立場に立つ努力をする

23 人の話を聞く時は、その人が何を言いたいのか考えながら、話を聞く

自己指向的反応 6 他人の成功を素直に喜ぺないことがある

13 他人の失敗する姿をみると、自分はそうなりたく無いと思う

15 * 痛みに苦しんでいる人を見ると、気持ちが悪くなる

19 苦しい立場に追い込まれた人を見ると、それが自分に起こった事でなくて良かった、と

心の中で思う

21 他人の成功を見聞きしているうちに、焦りを感じることが多い

社会的スキル 1 他人と話していて、あまり会話が途切れないほうですか

2 他人にやってもらいたいことを、うまく指示することができますか

3 他人を助けることを、上手にやれますか

4 相手が怒っているときに、うまくなだめることができますか

5 知らない人とでも、すぐに会話が始められますか

6 まわりの人たちとの間でトラブルが起ぎても、それを上手に処理でぎますか

7 こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく処理できますか

8 気まずいことがあった相手と、上手に和解できますか

9 仕事をするときに、何をどうやったらよいか決められますか

10 他人が話しているところに、気軽に参加できますか

11 相手から非難されたときにも、それをうまく片付けられますか

12 仕事上で、どこに問題があるかすぐにみつけることができますか

13 自分の感情や気持ちを、素直に表現できますか

14 あちこちから矛盾した話が伝わってきても、うまく処理できますか

15 初対面の人に、自己紹介が上手にできますか

16 何か失敗したとき、すぐに謝ることができますか

17 まわりの人たちが自分と違った考えを持っていても、うまくやっていけますか

18 仕事の目標を立てるのに、あまり困難を感じないほうですか

　＊逆転項目
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十分に慣れさせた後に、畳の上での投技の稽古を

行った。これまでに高等専門学生を対象とした研究

から、柔道授業を通じて、柔道に対して“怖い”、“痛

い”というイメージが少なくなるとともに、“楽しい”、

“面白い”というイメージが増加することが報告さ

れていることから11）、本柔道実習でのマット上での

稽古が学生の不安を緩和し、柔道のイメージを好転

させたかもしれない。今後、自由記述のアンケート

を同時にとることで、イメージの変化の要因を探る

必要がある。

　体育実習を通じた共感性の変化に関して、柔道実

習においては実習前に比べて実習後に“視点取得”

が有意に向上した（図 2A）。先行研究では授業場面
で“相手の気持ちに気づく”ことが増加することを

報告しており13）、本研究は、これが日常的な行動に

も現れることを示唆するといえる。一方、本研究で

はテニス実習を通じた共感性の有意な変化がなかっ

た（図 2B）。これらは、単に対人競技種目を実施す
れば“共感性”が高まるわけではなく、その変化に

及ぼす要因がある可能性を示唆する結果である。本

研究では、6回分の柔道実習の前後の 2点でのアン
ケート調査のため、その詳細な要因を検討できてい

ない。今後、與儀9）の研究のように毎回の授業でア

ンケート調査や形成的授業評価を実施することで

表２　体育実習に伴う運動種目に対するイメージの変化と共感性ならびに社会的スキルの変化の関係

体育実習に伴う変化
柔道実習（n ＝ 43） テニス実習（n ＝ 75）

r p r p

運動種目に対

するイメージ

スボーツ vs 多次元共感性尺度 被影響性 0.28 0.07 0.03 0.83
他者指向的反応 －0.25 0.11 0.58 ＜0.01 **
想像性 －0.20 0.20 0.27 0.02*
視点取得 －0.01 0.97 0.51 ＜0.01 **
自己指向的反応 0.14 0.39 0.25 0.03 *

社会的スキル －0.03 0.84 0.40 ＜0.01 **

格闘 vs 多次元共感性尺度 被影響性 0.04 0.81 －0.22 0.06
他者指向的反応 0.31 0.04 * －0.32 ＜0.01 **
想像性 －0.04 0.81 －0.09 0.46
視点取得 0.18 0.25 －0.21 0.06
自己指向的反応 0.12 0.43 －0.01 0.94

社会的スキル －0.04 0.79 －0.12 0.30

武道 vs 多次元共感性尺度 被影響性 －0.13 0.42 －0.21 0.07
他者指向的反応 0.05 0.77 －0.15 0.20
想像性 －0.14 0.35 －0.22 0.06
視点取得 0.26 0.10 －0.20 0.09
自己指向的反応 0.32 0.04 * 0.22 0.06

社会的スキル 0.10 0.51 0.00 0.98

静謐 vs 多次元共感性尺度 被影響性 0.16 0.31 －0.09 0.43
他者指向的反応 0.08 0.61 －0.28 0.01 *
想像性 0.15 0.33 －0.14 0.22
視点取得 0.23 0.13 －0.36 ＜0.01 **
自己指向的反応 0.31 0.04 * －0.10 0.39

社会的スキル 0.20 0.19 －0.08 0.50

清明 vs 多次元共感性尺度 被影響性 0.21 0.18 0.02 0.88
他者指向的反応 －0.12 0.44 0.46 ＜0.01 **
想像性 －0.13 0.41 0.28 0.02 *
視点取得 －0.10 0.54 0.46 ＜0.01 **
自己指向的反応 0.15 0.32 0.24 0.04 *

社会的スキル 0.26 0.10 0.27 0.02 *
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“共感性”の変化の要因を分析するなど、より詳細

な検討が必要である。

　本研究では、柔道とテニスのいずれの実習におい

ても、社会的スキルの有意な変化は見られなかった。

これまでに、大学生を対象とした剣道授業において

技術練習の際の相手を固定したグループでは社会的

スキルの向上が見られないものの、毎時の技術練習

を異なる相手と実施したグループでは社会的スキル

が有意に向上することが報告されている16）。本研究

における柔道実習は、その大部分で相手を固定して

実施していたため、これが社会的スキルに変化がな

かった要因となった可能性があり、今後、検討すべ

き点である。

　体育実習を通じた心理的機能の変化の手がかりを

得るために、運動種目のイメージの変化との関係を

検証した。柔道では、“格闘”イメージの変化と“他

者指向的反応”の変化の間に有意な正の相関が示さ

れた一方で、テニスにおいては有意な負の相関が示

された。この結果は、柔道実習を通じて柔道の危険

な点について理解を深めることが、柔道を通じた他

者の理解につながることを示唆する。加えて、柔道

では“武道”ならびに“静謐”の変化と“自己指向
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図１　体育実習が各運動種目のイメージに及ぼす影響

　　　90分 /回、6回の体育実習が柔道（A）および
テニス（B）のイメージに及ぼす影響。平均値
±標準偏差、*p＜0.05、**p＜0.01、***p＜0.001、
****p＜0.0001 vs 実習前。

図２　体育実習が共感性に及ぼす影響

　　　90分 /回、6回の柔道実習（A）およびテニス
実習（B）による共感性の変化。平均値±標準
偏差、**p＜0.01 vs 実習前。
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的反応”の変化の間に有意な正の相関が示された。

さらに、テニスでは、“スポーツ”ならびに“清明”

の変化と“他者指向的反応”、“想像性”、“視点取得”、

“自己指向的反応”および“社会的スキル”の変化

の間に有意な正の相関が示され、“静謐”の変化と

“他者指向的反応”および“視点取得”の変化の間

に有意な負の相関が示されたことから、体育実習、

少なくとも柔道実習ならびにテニス実習は、他者理

解と対照的な自己の確立を両立することができるの

かもしれない。また、柔道とテニスの間で一致した

変化は見られなかった。これら結果からも、単に複

数名で行う運動種目を実施すれば“共感性”が高ま

るわけではないといえ、競技特性などを踏まえた教

材研究が、学習者の心理的な成長に不可欠だと言え

る。

　本研究は、柔道実習が共感性に及ぼす効果を検証

した先導的な研究であるため、多くの限界を内包し

ている。まず、本研究に参加した被験者はごく少数

であるため、被験者数を増やし、本研究で得られた

データの再現性を確認する必要がある。また、柔道

実習とテニス実習を受けた集団は、全く異なる別集

団である。そのため、今後、同一集団に対して、柔

道を含む複数の運動種目を課した際の心理的な変化

を検討し、柔道ならびに各運動種目の効果を探索す

る必要がある。加えて、本研究の被験者が大学生で

あることから、中学生を対象とした検証が学校体育

への応用に求められる。さらなる研究を積み重ね、

柔道の優位な点が明らかとなれば、学校体育におけ

る柔道の役割の明確化や位置付けに貢献し得る。

まとめ

　90分 /回、6回の柔道実習は大学生の“共感性”

とりわけ“視点取得”を有意に高めた。同一集団で

は無いものの、テニス実習を受講した大学生では、

この変化が見られなかった。また、運動種目に対す

るイメージと共感性の一部に関係が見られた。今後、

さらなる検証が必要ではあるが、柔道実習が日常的

な心理的機能の向上に有効である可能性が示唆され

た。
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図３　体育実習が社会的スキルに及ぼす影響

　　　90分 /回、6回の柔道実習（A）およびテニス
実習（B）による社会的スキルの変化。平均値
±標準偏差。
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